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時間ほどかかり、通常の便は 2 日の運行と東京、父島での 3 日停泊を含めて往復に 1 週間かかる。
さらに、父島から母島へは片道 2 時間ほどかかる。 
現在、小笠原諸島では、アオウミガメの人工孵化放流事業と、ウミガメ漁及び島内での食利用
が同時に行われている。ウミガメ漁は保護規制のもとで禁漁期(6～7 月)と年間 135 頭の捕獲頭数
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虫類であり、現在、地球上で存在しているウミガメ類は全部で 2 科 6 属 7 種である。ウミガメ類
はオサガメ科とウミガメ科に分かれており、その中でアオウミガメは、ウミガメ科のアオウミガ
メ Caretta caretta に分類されている 。 
他のウミガメは、オサガメ科のオサガメ、ウミガメ科のアカウミガメ、タイマイ、ヒメウミガメ、
ケンプヒメウミガメ、ヒラタウミガメが存在しており、日本に産卵しに訪れるのは、アオウミガ
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ある。緑蠵亀罐詰が出品されていた第 3 回～第 5 回内国勧業博覧会の資料を参照した。小笠原島
水陸物品評会は、小笠原島内における産業活性化を狙った品評会であり、第 1 回と第 2 回の報告
書を参照した。 
そして、1906 年に小笠原諸島で行われた水産経営事業についての計画書である『小笠原島水産
調査奨励保護費稟請書』および、水産経営事業開始から 6 年後である 1912 年に発行された、事
業の結果を報告した『小笠原島水産一班』がある。また、その後の水産経営事業の結果を報告し
た『小笠原島水産経営事業成績報告書』と、この水産経営事業の中でも、アオウミガメの人工孵
















インタビュー調査は、2016年 8月、父島島民 6名および NPO 法人(Everlasting Nature of Asia)
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図 2-1  小笠原諸島の人口動態 
 
ここでは、1882 年～1941 年の小笠原諸島における人口動態について述べる。図 2-1 の 1917
年と 1918 年の統計データは見つけられなかったため、空白にしている。1882 年以前に関しては、
小笠原協会(2016)によると、1830 年に 23 人の定住者が父島に居住したのが初めてであり、その
後 1862 年に江戸幕府の移民計画により八丈島からの 30 人を含む 38 人が日本人として初めて居
住した。しかし、政変の影響から、幕府の島民一時引揚げが行われた。本格的に日本から小笠原
に移住が行われたのは日本領有宣言後の 1876 年であった。内務省職員 17 人の他、本土からの移
住者や八丈島の島民総勢 37 人が小笠原に移住した21。先に小笠原に居住していた島民は 71 人で
あったことから、おそらく 1876 年には人口が 100 人前後であったと思われる。 
図 2-1 を見ると、1882 年の現住人口は 487 人であり、その後 1884 年まで 500 人前後を推移し





1896 年からの数年間は、人口が 4500 人前後を推移しているが、その後も急激に人口が増加し
1899 年には 5313 人に達している。しかし、1902 年になると人口が急激に減少し 1909 年まで
4000 人前後を推移している。この人口減少は、当時の小笠原諸島において主要産業であった糖業
を取り巻く環境の変化が影響していると考えられる。台湾の植民地化と糖業の台頭である。鬼頭
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1910 年からは人口増加に転じ、1916 年には人口は 5564 人となった。1919 年～1933 年は 5500












1939 年から海軍航空隊が駐屯するようになった。また、1942 年には硫黄島に海軍将兵 1000 人が
駐屯するようになり、より人口が増加したと考えられる27。 
全体として 1900 年代の数年間以外は一貫して人口は増加傾向にあり、特に 1890 年代、1910
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図 2-3  輸出総額推移（円） 
 
 まず初めに、図 2-2 と図 2-3 から、小笠原諸島における輸出入の総額推移を見ていく。輸出と
輸入どちらとも 1887 年から 1921 年にかけて右肩上がりに上昇している。しかし、1921 年以降
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は減少し、1932 年の総額は 1921 年と比べると半額ほどになっている。図 2-1 では人口が増加し
続けているにも関わらず、輸出入の総額が落ち込んでいるのは、小笠原諸島の要塞化により、人
口の構成員比率が変わり軍人以外の島民による貿易が少なくなったためだと考えられる。 
 次に、1887 年、1892 年、1910 年、1921 年、1932 年における輸出入表から、どういった商品
が小笠原諸島外で取引されていたのかを見ていく。各時代に輸出品目上位 4品目をまとめた表 2-1















表 2-1  輸出入品目・価格表 (1887 年、1892 年、1910 年、1921 年、1932 年) 
年 輸入品目 金額 (円) 輸出品目 金額 (円) 
1887 年 白米 7,788 繰綿(くりわた) 4,500 
酒類 2,730 桑材 3,163 
醤油 894 木耳(きくらげ) 2,494 
石油 563 砂糖 1,292 
その他 581 その他 8,204 
計 12,612 計 19,653 
1892 年 白米 18,650 砂糖 16610 
麦 2,879 木茸(きくらげ) 2266 
醤油 1,884 製藍 1625 
雑貨 1,554 雑貨 1226 
その他 6,880 その他 5308 
計 31,836 計 27034 
1910 年 米 66,945 砂糖 205,196 
太物(ふともの) 20,320 雑 62,274 
木材、板 18,906 バナナ 49,956 
雑 14,738 罐詰類 6,791 
その他 106,330 その他 35,445 
計 227,239 計 359,662 
1921 年 米 265,123 砂糖 636,324 
雑 146,690 生魚 171,559 
木材及板 121,580 鰹節其他節 72,181 
金物 85,445 雑 47,327 
その他 487,576 その他 117,034 
計 1,115,414 計 1,044,425 
1932 年 米 117,458 蔬菜果実 176,925 
其他 69,226 砂糖 75,830 
木材板材 54,616 節類 70,746 
石油類 51,047 古柯(こか) 52,800 
その他 373,051 その他 164,328 
計 665,398 計 540,629 
資料：小笠原島廰「明治二十年中小笠原島物産輸入概表」『小笠原島誌纂』1888 年,432-435 頁・「小
笠原島統計一覧表明治二十五年十一月三十一日調査」・「小笠原島列島図及勧業統計（大正十年
度）」・「小笠原勧業統計」・「小笠原島勢要覧 昭和七年」より作成   
































従事していた人口と漁船数の推移を述べる。漁業従事者数では 1917 年、1918 年、1920 年のデー
タが、漁船数では 1917 年、1918 年、1920 年、1922 年のデータがそれぞれ見つからなかったた
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 図 2-4 を見ると、漁業従事者数は 1879 年～1895 年までは 50 人前後を推移し、100 人未満であ
った。しかし 1896 年から 147 人と急激に増加し、1898 年には 363 人、1899 年には 418 人に到
達した。その後 1903 年、1926 年にはそれぞれ 600 人前後に増加するが、1900 年代から 1940 年
代にかけて 200 人～400 人前後を推移している。 
漁業従事者数と漁船数は、両者とも増減に関しては同じ傾向にあるが、漁業従事者数は急激な
変化が多い。漁船数は概ね減少を伴いながらも、1900 年頃まで 100 隻未満だった隻数が増加し、
1910 年代は 100～200 隻前後、1920 年代はさらに増加し 200 隻前後を推移する傾向にあった。 
図 2-5 では、人口動態と漁業従事者数のデータを元に、全体人口における漁業従事者の人口比
率を示した。このグラフから 1882 年から数年間は人口に占める漁業従事者の割合が 10％を超え
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 アオウミガメの捕獲頭数は 1879 年から 1904 年までは年によって乱高下しながらも 1000 頭前
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後の捕獲頭数であったが、1905 年から 1000 頭以下になり、1922 年からは 200 頭以下となり、
明らかに減少傾向にある。その後、アメリカから日本領土となったあとも、捕獲頭数はほとんど
100 頭前後であった。 




資料：東京府『東京府統計書』1881 年～1921 年・小笠原島漁業協同組合 アオウミガメ捕獲頭数
データ(2016.09.01) より作成 
※1969 年からは漁獲重量から 1 頭につき 150 ㎏で捕獲頭数計算・端数切捨て。 











                                                 
















































































































































































































表 3-1  1878 年輸出品目表 
1878 年 輸出 
名目 数量 値段 
蠵龜(うみがめ) 183 頭 366 円 
木海月(きくらげ) 21 石 5 斗 215 円 
鼈甲(べっこう) 52 貫 800 匁 132 円 
棕櫚縄(しゅろなわ) 9300 尋 116 円 25 銭 
総合合計  829 円 25 銭 
資料：『明治十年小笠原島内務省出張所一覧概表』より作成 
 
                                                 





表 3-2  1879 年輸出品目表 
1879 年 輸出 
名目 数量 値段 
木海月(きくらげ) 110 石 6 斗 5 升 1106 円 50 銭 
火打石 55180 貫目 697 円 50 銭 
蠵龜(うみがめ) 233 頭 466 円 
亀甲 932 斤 372 円 80 銭 
棕櫚皮 524 匁 400 目 144 円 58 銭 
棕櫚縄 11000 尋 110 円 
鳳梨(パイナップル) 360 個 18 円 
野羊皮 55 枚 13 円 75 銭 
鮫鰭干 150 斤 代価未詳 












































1882年 199 貫 64 貫
1883年 6 貫 280 貫 0.5 升
1884年 100 斤 650 斤 40 升
1885年 2250 斤 1220 斤 7.65 升
1886年 600 斤 847 斤 12.4 升
1887年 2510 斤 1422 斤 9.24 升
1888年 1262 斤 983 斤 16 升
1889年 1350 斤 938 斤 9 升
1890年 1570 斤 2515 斤 34 升
1891年 625 斤 535 斤 11.75 升
1892年 130 斤 1548 斤 2.766 升
1893年 1415 斤 25 升
1894年 635 斤 9.4 升
1895年 313 斤 1587 斤 2.56 升
1896年 28.47 石 19,072 1532 斤 11 嶔
1897年 5 石 28.9 石 18,000 1424 斤 57 俵
1898年 40.32 石 34,357 2020 斤 5811 貫
1899年 29.02 石 41,640 3.000 0.250 10,410.00 1213 斤 9404 貫
1900年 19.34 石 25,081 2.169 0.181 4,533.39 1451 斤 1040
1901年 4.65 石 2,680 3.000 0.250 670.00 273 斤
1902年 29.9 石 58,219 2.880 0.240 13,972.56 1221 斤 1940 貫
1903年 3.6 石 5,870 2.600 0.217 1,271.83 20 貫 132 枚
1904年 17.3 石 2.400 0.200 180 貫
1905年 1.29 石 645 3.300 0.275
1906年 5.5 石 167 7,200 3.375 0.281 2,025.00
1907年 8.76 石 263 8,959 3.864 0.322 2,885.00 47 貫
1908年 6.5 石 203 6,752 3.286 0.274 1,849.00 264.00 100.00
1909年 8.1 石 284 17,472 3.000 0.250 4,368.00 877.00 263.00
1910年 6.6 石 212 12,585 3.240 0.270 3,398.00
1911年 16.4 石 526 33,380 3.000 0.250 8,345.00
1912年 2.3 石 85
1913年 4.7 石 174
1914年 4.8 石 177
1915年 2.82 石 103
1916年 9.4 石 394
1917年 6.4 石 289
1918年 10.2 石 377
1919年
1920年 4.1 石 425
1921年 4.5 石 450






期間を前期、中期、後期の 3 つに区分した。前期は 1879 年から 1894 年まで、中期は 1895 年か
ら 1904 年まで、後期は 1905 年から記述のあった 1935 年までを対象にしている。前期は捕獲頭























                                                 
41 「小笠原島に向けて去一日」『東京朝日新聞』1879 年 12 月 7 日,朝刊。 
42 「小笠原島の綠蠵龜」『農業雑誌』東京新橋学農社、1880 年、117 号、pp521。 
43 大槻文彦「小笠原島新誌」須原屋伊八、1878 年、pp50-51。 
44 「往入２６６２ 主船局上答 小笠原島にて製造蠵亀肉評味相成度」JACAR(アジア歴史資料
センター)Ref.C09114676900、公文類纂 明治１３年 後編 巻１４ 本省公文 物品部(防衛省
防衛研究所藏)。 
「往入２５３６ 内務省照会 小笠原島にて製造蠵亀肉評味相成度」JACAR(アジア歴史資料セ
ンター)Ref.C09114676700,公文類纂 明治１３年 後編 巻１４ 本省公文 物品部(防衛省防
衛研究所藏)。 
45 小笠原島廰『大正十三年度 小笠原島水産経営事業成績報告書』小笠原島廰,1924 年,pp71。 







































48 「第一次農務局報告」小笠原島廰『小笠原島誌纂』1888 年,pp432-435。 
49小花作助「綠蠵龜ノ説」大日本水産会『大日本水産会報』1883 年,12 号,pp4-8。 
50 小笠原島廰「小笠原島誌纂」1888 年,pp432-435。 



















月 18 日に読売勧農局御製造品のアオウミガメ缶詰の広告が打ち出された55。翌年の 1881 年には









                                                                                                                                                        
頁から原文のまま引用。 
52小笠原島廰『大正十三年度 小笠原水産経営事業成績報告』1926 年,pp72。 
53 小笠原島廰『小笠原島水陸物産品評会報告』小菅監獄,1904 年。 
農商務省水産調査所『明治二十六年度上半期 水産調査成績摘要報告』1894 年、pp81~85。 
54 第四回内国勧業博覧会事務局『第四回(明治廿八年)内国勧業博覧会審査報告. 第 4 部』1896
年,155 頁から原文のまま引用。 
55「勧農局御製造品 売捌広告」読売新聞、1880 年 11 月 18 日。 
56「亀の缶詰売捌広告」読売新聞、1881 年 10 月 5 日。 
 「亀の缶詰売捌広告」読売新聞、1881 年 10 月 13 日。 
 「亀の缶詰売捌広告」読売新聞、1881 年 10 月 30 日。 
 「亀の缶詰大取次売捌広告」読売新聞、1881 年 10 月 29 日。 
 「亀の缶詰大取次売捌広告」読売新聞、1881 年 11 月 11 日。 
 「亀の缶詰大取次売捌広告」読売新聞、1881 年 12 月 2 日。 
57 「蠵亀佃煮罐詰 小笠原特産」読売新聞別刷広告、1893 年 11 月 12 日。 
「小笠原島産蠵亀日本煮罐詰」朝日新聞朝刊広告、1894 年 7 月 29 日。 




















1901 年、小笠原島第二回水陸物産品評会に綠蠵龜罐詰が出品され、結果は、水煮罐詰 3 等賞、







年に、陸軍の補給物資として龜肉罐詰が 144 個輸送された68。 
販路の面では、前期よりあまり活発ではなく、1902 年に東京朝日新聞朝刊広告で 2 つ、1904
                                                 
58 小笠原島廰『大正十三年度 小笠原水産経営事業成績報告』1926 年から原文のまま引用。 
59 小笠原島廰『大正十三年度 小笠原水産経営事業成績報告』1926 年,pp69-80。 
60 小笠原島廰『小笠原島水陸物産品評会』小菅監獄,1904 年より原文のまま引用、乾鮨の詳細は
不明。 
61 小笠原島廰『小笠原島水陸物産品評会報告』小菅監獄,1904 年。 
62 新井虎之助「小笠原島産綠蠵龜に就て」『大日本水産会報』1910 年、332 号、pp13． 
63 「小笠原島水産一斑」1912 年 
64 農商務省水産局「水産貿易要覧 後編」1903 年、pp763-764。 
65 小笠原島廰『小笠原島第二回水陸物産品評会報告』小菅監獄,1904 年 
66 第五回内国勧業博覧会事務局『第五回内国勧業博覧会審査報告. 第 3 部』1904 年 5 月,pp321。 
67 Koji Oi. Louisiana Purchase Exposition, St. Louis in 1904: A Collection of Official 
Guidebooks and Miscellaneous Publications VOLUME2. 1904. p275 
68「酒保品調弁追送の件」JACAR(アジア歴史資料センター)Ref.C07082331700,明治３７年自９
月至１２月 参謀本部大日記 臨号２(防衛省防衛研究所藏)  
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正孝が就任していた。筆頭株主は鈴木彌兵衛と芳賀奈七郎で、それぞれ 10000 株中 1050 株、1000
                                                 
69「小笠原特産 緑蠵龜罐詰」東京朝日新聞朝刊広告、1902 年 5 月 12 日。 
 「小笠原特産 緑蠵龜罐詰」東京朝日新聞朝刊広告、1902 年 9 月 2 日。 
 「不和商店業務拡張広告」『東京和洋酒缶詰』1904 年 2 月 11 日。 
70 小笠原島廰『大正十三年度 小笠原島水産経営事業成績報告書』小笠原島廰,1924 年,pp73。 
71 農商務省日英博覧会事務局『日英博覧会授賞人名録』東京製本合資会社,1910 年 9 月,pp46-61。 
72 「小笠原島水産一班」1912 年,pp11-12。 
73 加藤勢三「小笠原島」1930 年。 






































                                                 
75小笠原水産株式会社「第弐回営業報告書 附株式名簿」1919 年。 
76 小笠原水産株式会社「第弐回営業報告書 附株式名簿」1919 年。 


























罐詰調味料 相場表」という、当時のパンフレットに、大和煮缶詰が 1 個当たり 75 銭で広告掲載
されていた84。ここから、缶詰は国内向けに大和煮缶詰が主流販売されていたが、スープ缶詰の
販路も国内に広げようとしていた動きが分かる。また、1920 年以降の製造に関しては民間の動き
                                                 
77 東京府小笠原支廰『大正十四年年度 小笠原島水産経営事業成績報告』1927 年、pp38-42。 
78 東京府小笠原支廰『昭和三年度 小笠原島水産経営事業成績報告』1928 年、pp26-28。 
79 東京府小笠原支廰「自昭和八年度至昭和十年度 小笠原島水産経営事業成績報告」1935
年,pp153-155。 
80「夏季滋養品食用罐詰案内」朝日新聞朝刊広告、1905 年 6 月 27 日。 
81 「小笠原名産 緑蠵亀缶詰」朝日新聞朝刊広告、1916 年 10 月 19 日。 
「小笠原島名産 緑蠵亀罐詰」読売新聞朝刊広告、1916 年 10 月 24 日。 
読売新聞朝刊広告「小笠原島名産 緑蠵亀罐詰」読売新聞朝刊広告、1916 年 10 月 31 日。 
82「緑龜スープ缶詰」朝日新聞朝刊広告、1918 年 4 月 12 日。 
83 「小笠原水産株式会社特製 緑蠵亀缶詰」東京朝日新聞朝刊広告、1920 年 9 月 19 日。 
「小笠原水産株式会社 正覺坊罐詰」東京朝日新聞朝刊広告、1920 年 10 月 20 日。 
84 鈴木洋酒店「和洋酒食料品罐詰調味料 相場表」1928 年春発行。 
鈴木洋酒店「和洋酒食料品罐詰調味料 相場表」1929 年夏発行。 
鈴木洋酒店「和洋酒食料品缶詰調味類 相場表」1933 年。 



























1879～1939 年までのアオウミガメ捕獲頭数の図 4-1 を見る85。  
 
                                                 





「昭和 55 年度 アオウミガメの増殖技術改良に関する研究」東京都水産試験場，1981 年 3 月,22
～33 頁より作成。 












































































































































緑蠵亀捕獲免許人名簿 銃殺捕鯨許可人名簿」が作成された。この名簿は 1895 年、1907 年、1908
年、1909 年に更新され、最終的に 1912 年には母島 30 人・父島 84 人の捕獲人が登録されていた
86。この規則によって、毎年 4 月 15 日～6 月 15 日の間、陸上にいる亀の捕獲や、卵子
マ マ
及び幼亀(腹
甲 2 尺以下)の捕獲を禁止し、違反者には拘留または科料が定められた。また、組合規約では 5 月







捕獲頭数は 1903 年には 131 頭にまで減り、1904 年は 979 頭、1905 年は 814 頭と増加したが、
1906 年には再び 343 頭にまで減少した。 
1906 年 1 月に七ヵ年経営事業として、小笠原島水産経営事業を実施し、小笠原島庁の指導のも
と、全島を通じて管理する有限責任小笠原島漁業生産販売組合を設立し、1906 年 2 月には父島カ
                                                 
86 内務部第五課「小笠原嶋緑蠵亀捕獲免許人名簿 銃殺捕鯨許可人名簿」1899 年。 
87小笠原島廳『緑蠵亀累年漁獲高消長二就テ 附緑蠵亀廻帰年令寮報告』1921 年、pp2-12。 
88小笠原島廳『緑蠵亀累年漁獲高消長二就テ 附緑蠵亀廻帰年令寮報告』1921 年,pp13。 
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事業に使われる設備を整えた段階で、1907 年に父島清瀬の 140 坪の飼育池に親亀を収容し、産
卵させ稚亀の繁殖試験を開始、1910 年から、産卵した卵を人工的に孵化させる孵化事業を開始し
た。人工的に孵化させる試みは過去にも数度行われていたが、事業として大規模に行われたのは
1910 年が初めてだった。初年度、この事業の利用された親亀は 42 頭、産卵数は 3556 個、孵化
数 1256 頭であり、このうち 100 頭を 1911 年 2 月 9 日に放流した。以後、この事業は 1939 年ま
で連続して行われた93。 
 




                                                 
89 小笠原島廳『緑蠵亀累年漁獲高消長二就テ 附緑蠵亀廻帰年令寮報告』1921 年,pp13。 
90 小笠原島廳『緑蠵亀累年漁獲高消長二就テ 附緑蠵亀廻帰年令寮報告』1921 年,pp14～15。 
91 小笠原島廳『緑蠵亀累年漁獲高消長二就テ 附緑蠵亀廻帰年令寮報告』1921 年,pp14～15。 
92 小笠原島廳『緑蠵亀累年漁獲高消長二就テ 附緑蠵亀廻帰年令寮報告』1921 年,pp17。 
93 東京都水産試験場『昭和 55 年度指定調査研究総合助成事業 アオウミガメの増殖技術改良に









る。事業期間は、おおよそ 6 月から 10 月前後であり、アオウミガメの産卵・孵化のサイクルに合









































































































































































































































1910年   3556 1256 100  35% 
1911 年    1000    
1912年        
1913年    516  200  
1914年   2572 442   17% 
1915年 2992 2525 5517 2306 24  42% 
1916年 9414 7974 17388 5241 5241  30% 
1917年 542 1458 2000 428   21% 
1918年 816 1199 2015 674   33% 
1919年 144 1955 2099 475 21  23% 
1920年 3610 5012 8622 2576 2576  30% 
1921年 842 9886 11658 3221 2894 250 28% 
1922年 1017 3777 4794 812 634 634 17% 
1923年   544 122 118 118 22% 
1924年 451 8654 9105 2268 2266 200 25% 
1925年   3305 929 908 908 28% 
1926年 663 5450 6113 1112 1044 1044 18% 
1927年   8184 2345 2273  29% 
1928年   8766 2640 2573 300 30% 
1929年   6840 2868 2715  42% 
1930年   8423 1597 1564 300 19% 
1931年   1980 477 465  24% 
1932年   5446 1061 955  19% 
1933年   3603 577 360 360 16% 
1934年   4223 999 730 100 24% 
1935年   6101 1086 939 726 18% 
1936年   7945 1646 1448 1000 21% 
1937年 372  5850 1696 1335 1000 29% 
1938年   11236 2367 1538  21% 
1939年 180  3731 761 455 280 20% 
資料：小笠原島廳「大正十年度 綠蠵龜累年漁獲高消長ニ就テ 附綠蠵龜廻歸年齢豫察報告」およ






び大正 7 年～昭和 13 年度「小笠原島水産経営事業成績報告」より作成 
















                                                 
94小笠原島廳『緑蠵亀累年漁獲高消長二就テ 附緑蠵亀廻帰年令寮報告』1921 年,pp22。 
95小笠原島廳『緑蠵亀累年漁獲高消長二就テ 附緑蠵亀廻帰年令寮報告』1921 年,pp22。 
96小笠原島廳『緑蠵亀累年漁獲高消長二就テ 附緑蠵亀廻帰年令寮報告』1921 年,pp22。 
97小笠原島廳『緑蠵亀累年漁獲高消長二就テ 附緑蠵亀廻帰年令寮報告』1921 年,pp23。 
98小笠原島廳『緑蠵亀累年漁獲高消長二就テ 附緑蠵亀廻帰年令寮報告』1921 年,pp23。 










































































































表 4-2  1920 年度比較実験表 
〈埋卵数と孵化数との比較対照表〉 
埋卵座 埋卵数(個) 孵化数(個) 孵化率(％) 
板戸付「フレーム」 2460 1340 49.30% 
硝子戸付「フレーム」 316 142 43.56% 
「フレーム」外 5656 1130 19.98% 
自然産卵における板戸付「フレーム」と「フレーム」外の比較対照表 
板戸付「フレーム」 2460 1304 49.39% 
「フレーム」付き 2365 477 20.17% 
同一母亀自然産卵における板戸付「フレームと「フレーム」外の比較対照表 
板戸付「フレーム」 425 252 59.29% 









の 1910 年から 1921 年までである。報告書で述べられていたアオウミガメの生態に関する当時の
知見を整理していく。 






と認められた。また、孵化率が前年度 4 割から 2 割に減少した原因は、平均砂中温度が 29 度よ
り高かったからかと予測された。砂中温度が高いことは孵化日数の促進にならず、稚亀の死因に
なった。よって 28 度から 30 度が適当ではないかと報告されている103。 




                                                 
101小笠原島廰「大正九年度小笠原島水産経営事業成績報告」pp77-108。 
102小笠原島廳『緑蠵亀累年漁獲高消長二就テ 附緑蠵亀廻帰年令寮報告』1921 年,pp24。 




1921 年の事業報告書では、産卵に関しては、養畜された母亀 1 頭の年産卵回数と産卵個数の試
験をし、結果１頭年 4 回ほど産卵することがわかった。1 回目から次回の産卵に必要な日数を推
定すると、11～13 日。第 1 回から第 4 回までの産卵期間は 44～52 日間であると考えられた。孵
化成績の試験により、平均孵化所要日数は約 63 日、フレーム内外ともに平均地温が低いと孵化日
数が長引くものは成績不良。「フレーム」内は地温が低めだが地温送料は同量程度である。孵化日


















来は兄島瀧ノ浦に放流していたが、他の魚類に捕食され、1 つの胃に 20 頭余りの稚亀がいたこと






1921 年以降は孵化率も安定し、新しい知見に関する記述も見られなかったが、グラフ 4-2 を見
ると、1930 年から、孵化率が著しく減少した。その影響から、孵化率の減少原因として孵化上高
温度が必要な時期に低温度であったと予測された。湿度によち卵の発生を阻害し多数の腐敗卵を
                                                 
104小笠原島廰,「大正七年度小笠原島水産経営事業成績報告」pp35-41。 
105小笠原島廰「大正十年度小笠原島水産経営事業成績報告」pp47-90。 
106小笠原島廳『緑蠵亀累年漁獲高消長二就テ 附緑蠵亀廻帰年令寮報告』1921 年,29～33 頁。  
107小笠原島廳『緑蠵亀累年漁獲高消長二就テ 附緑蠵亀廻帰年令寮報告』1921 年,29～33 頁。  




































                                                 
109東京府小笠原支廰「昭和五年度小笠原島水産経営事業成績報告」pp27-32。 
110東京府小笠原支廰「自昭和八年度 至昭和十年度 小笠原島水産経営事業成績報告」pp45-53。 
111東京府小笠原支廰「自昭和八年度 至昭和十年度 小笠原島水産経営事業成績報告」pp106-118。 










































資料：東京府「東京府統計書」1881～1921 年・「小笠原島勧業統計」1912 年より作成 





































































































































































































































































































































資料：東京府「東京府統計書」1881～1921 年・「小笠原島勧業統計」1912 年より作成 
図 5-2  アオウミガメ１個体当たりの平均相場(円) 
 
 図 5-1 と 5-2 はアオウミガメの売上高と１個体当たりの平均相場である。売上高は捕獲頭数に
合わせて上下しているが、平均相場を見ると、傾向としては右肩上がりである。特に 1913 年以
降から急激に平均相場が上昇している。平均相場は 1880～1890 年までは 2 円前後を推移してい
るが、1891 年から 4～5 円前後を推移するようになる。1898 年からは 5～6 円になり、その後、
途中で下落するも、上昇し続け、30 円近くの平均相場になることもあった。こうした変化はアオ
ウミガメ利用での変化と関連性があるのか。ここでは年代別に、アオウミガメにどのような需要
があったのかを分析していく。年代は第 3 章で用いた区分を用いる。前期が 1879 年～1894 年、
中期が 1895 年～1904 年、後期が 1905 年～1935 年として、それぞれの年代別に、アオウミガメ
の経済的価値の推移を分析する。 
まず前期だが、この時期のアオウミガメは日本統治後、増え続ける島内人口に対応するための








































































































































































































図 5-3  アオウミガメの需要変化 
 























































 基本的には、井上(2001)が作成した資源の性質と管理制度との関係を基に表した模式図 5-4 を
参考とする。井上(2001)によると「自然資源の多くは CPRs(共同利用の資源)としての性質を有し
                                                 
114井上真「自然資源の共同管理制度としてのコモンズ」井上真・宮内泰介編『コモンズの社会学 
森・川・海の資源共同管理を考える』新曜社、2001 年 3 月、pp11。 
115井上真「自然資源の共同管理制度としてのコモンズ」井上真・宮内泰介編『コモンズの社会学 
森・川・海の資源共同管理を考える』新曜社、2001 年 3 月、pp9。 
116井上真「自然資源の共同管理制度としてのコモンズ」井上真・宮内泰介編『コモンズの社会学 


























                                                 
117井上真「自然資源の共同管理制度としてのコモンズ」井上真・宮内泰介編『コモンズの社会学 






会学 森・川・海の資源共同管理を考える』新曜社、2001 年 3 月、pp22。 














                                                 
118 泉留維・斎藤暖生・浅井美香・山下詠子「コモンズと地方自治 財産区の過去・現在・未来」





































表 5-1  地方自治行政関連法律および小笠原諸島の管轄 
年月 法律 備考 
1868(明治元) 明治維新  




1876(明治 9)  小笠原が日本領土 
内務省直轄内務省出張所管理 
1880(明治 13)  小笠原が内務省から東京府へ移
管 
1888(明治 21) 合併標準に関する訓令  
1889(明治 22) 市制・町村制 施行 明治の大合併 
1898(明治 31) 民法 施行 入会権を規定 
1940(昭和 15)  小笠原で普通町村制が適用 
資料：泉留維・斎藤暖生・浅井美香・山下詠子「コモンズと地方自治 財産区の過去・現在・未
来」日本林業調査会、2011 年 8 月、pp25、表 2-1 および国土交通省 都市・地域整備局特別地域
振興官「平成 17 年度 小笠原諸島の自立的発展に向けた歴史・文化探訪観光開発基礎調査報告書」，
2005 年 3 月、pp31 より作成。 
 
5.3.2. 1876～1883 年の乱獲の要因 
 まずは、1876 年以前の開拓期において、アオウミガメの利用・管理が「タイトなローカル・コ
モンズ」であったのかを確認し、その後 1876～1883 年において“コモンズの悲劇”が生じたの

























図 5-5  資源の性質と管理制度変化(1876～1883 年) 
 
5.3.3. 1833 年以降の捕獲規制の失敗要因 






うに、1900 年前後まで島内行政があまり整備されていなかった。また、表 5-1 で表したように、
当時の日本でも、行政による整備が 1890 年頃までは行われていなかった。そうした状況下で、
小笠原諸島を実際に利用しているのは地域の住民であったため、管理する「村」と利用する「む
























































資源回復効果があった。しかし、アオウミガメの場合は、1910 年から 1939 年の間では、効果が
目に見えて現れない生態サイクルであったと思われる。 
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檸檬、豚、鶏である。蠵亀は 1 頭 2 ドル、その油は
1 樽 10～20 ドルで、甲羅は 1 ポンド 50 銭である。
檸檬は 100 個につき 2 ドルとする 
大槻文彦「小笠原島新誌」須原














































年,332 号,13 頁 
多川勇「小笠原島水産の沿革」
『大日本水産会報』1897 年,185

















































































































博覧会審査報告. 第 4 部』155 頁 
中期 
1896 旭組が設けられ綠蠵龜缶詰業が再興 → 経営難に 「大正十三年度 小笠原島水産
56 
 
年 より廃業寸前 経営事業成績報告書」72 頁 
新井虎之助「小笠原島産綠蠵龜
に就て」『大日本水産会報』1910























結果：永島牛太郎 1 等賞授賞、橋下ナミ 3 等賞、





















水産局 763～764 頁 
新井虎之助「小笠原島産綠蠵龜
に就て」『大日本水産会報』1910











・Green turtle の缶詰は「タコマ」では 1 ポンド入



















告. 第 3 部』321 頁 
1904
年 
セントルイス万国博覧会にスープ缶詰を出展 Koji Oi. Louisiana Purchase 
Exposition, St. Louis in 1904: A 
Collection of Official 
Guidebooks and Miscellaneous 
Publications VOLUME2. p275 
「酒保品調弁追送の件」 





















































9 月 19 日 
農商務大臣より漁業奨励金 10,000 圓下付の許可指
令 
10 月 2 日 
漁業奨励器の請書提出 








 3 月 12 日 
農商務省水産局に業務終了届を提出 
3 月 23 日 
農商務省水産局に漁業奨励金請求書、業務日誌、収
支計算書を提出 
4 月 5 日 
農商務省会計課より漁業奨励金 10,000 圓を下付 
1923
年 




9 月 1 日 
関東大震災により会社燃える 
9 月 9 日 
会社を東京市外戸塚町下戸塚 319 番地の芳賀奈七
郎方に置き事務を開始 
11 月 21 日 



































































ウミガメ缶詰 1766 個 
金 323 円 25 銭 




読売新聞「亀の缶詰大取次売捌広告」 10 月 5 日 
読売新聞朝刊広告「亀の缶詰売捌広
告」 
東京本町 西洋酒店 三河屋庄五郎 
10 月 13 日 
読売新聞別刷広告「亀の缶詰売捌」 
本町 西洋酒店 三河屋庄五郎 




   
 
  
10 月 30 日 
読売新聞別刷広告「亀の缶詰売捌広
告」 
東京本町 西洋酒店 三河屋庄五郎 












8 月 21 日 
小笠原島にて製した正覺坊の罐詰
の輸出総高 9500 余円 
読売新聞,朝刊,1884 年 8 月 21 日 
1893
年 










































1 箱(4 打)ニ付き 2 円 70 銭 
























(120 匆入 1 打)2 円
80 銭 
1 個当たり 23 銭 
「不和商店業務拡張広告」『東京和洋酒










































































龜肉小笠原産大和煮 4 打 36 円 





龜肉小笠原産大和煮 4 打 36 円 
1 個当たり 75 銭 
鈴木洋酒店「和洋酒食料品罐詰調味料 
相場表」1929 年夏発行 
1933 亀肉小笠原産 大和煮缶詰 鈴木洋酒店「和洋酒食料品缶詰調味類 
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年 ４ダースにつき 36 円 





４ダースにつき 36 円 
1 個当たり 75 銭 
鈴木洋酒店「和洋酒食料品缶詰調味類 
相場表」 
 
 
